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なみえプロモーション課　　070（1397）2972

なみえプロモーション課の庄司です。すっかり冬の気候になり、九州出身の私にとっては、この寒さ
に耐えられるか心配です。皆さんはどのように寒さを乗り越えていますか？今回は、これまでの活動報
告と今後の活動についてお伝えします。
９月には、津島出身の方々を招いて、津島での思い出や魅力などを教えていただきました。これは震
災後に初めて浪江町を訪れた私にとって、震災前の様子を知る、大変貴重な場となりました。今後は、
教えていただいた情報を基に、津島の魅力を伝える動画やジオラマの作成を検討していきます。
10月には、福島県内在住の60人の子供たちを町に招待し、講師として福島県の漁業について説明しま
した。さらに講義終了後には、防潮堤アートを作成するための海の生き物の絵を描いて、楽しんでもら
いました。これをきっかけに子供たちが浪江町のことや町の漁業を知り、興味を持ってくれたら嬉しい
です。なお、描いてもらった絵は、「多種多様な生き物が１
つの水槽に共存する水族館」がテーマのアート作品とし
て、クリスマスから100日間、請戸地区の防潮堤に掲示す
る予定です。ぜひ皆さん期間中にご覧になってください。
11月から12月にかけて行われている「なみえワーケー
ショントライアル」では、企画・運営を担当し、県内外か
ら浪江町に興味・関心を持つ方々に、仕事と休暇の両立を
体験してもらっています。今後も、色々な方に浪江町を
知ってもらい、そして来てもらえるような取組を行ってい
きます！

（左から）吉野さん、早水さん、関根さん

なみえプロモーション課通信なみえプロモーション課通信 Vol.3
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